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少し山を歩くと、クヌギ、コナラ、アラ
カシetc…たくさんのドングリを拾うことができます。

〔タイトル背景〕左：秋の七草カワラナデシコ（吉松町川添）　中央：ナンバンギセル（大口市里）　右：タテハモドキ（樋脇町倉野）

リュウキュウクマゼミ

　「♪夕焼ぁけ小焼けぇ～の赤とんぼ・・・。」本来「赤とんぼ」と

はトンボの中のアカネ属を指す俗称です。しかし九州地方の皆さんが

良く目にする、そこらじゅうで群れを成して飛んでいるとんぼは「ウ

スバキトンボ」と言って、いわゆる「赤とんぼ」ではありません。

　このウスバキトンボは、他のトンボには見られない変わった習性を

持っています。なんとこのトンボ、毎年はるばる南方から海を渡って

日本まで飛んできているのです。さらに、日本にたどり着いてからも、

驚異的な速さで世代交代を繰り返しながら北上を続け、近年の温暖化

も手伝って、ついには北海道まで到達してしまうのです。ですが彼ら

は、寒さに弱いため日本では冬を越すことは出来ず、北上した者も含

め、すべての個体が息絶えることになります。しかし、なぜか彼らは

毎年北上をやめようとはしません。

　哀愁漂う秋の空、果たしてトンボたちにはどのように映っているの

でしょうか？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(下沖　洋人)こちらが正真正銘の赤とんぼ(マユタテアカネ）

ウスバキトンボは「赤とんぼ」とは違う
ので、これ以上赤くなりません

ウスバキトンボの群れ

・・・

～夕暮れの赤とんぼ～～夕暮れの赤とんぼ～



微生物の微生物の力
ち か らび　  　せ い  　 ぶ つ

～食物編～～食物編～

納豆菌（バチルス・ナットー）納豆菌（バチルス・ナットー）

　納豆の由来は一説によると、1062年源義家が平泉付近（岩手
県）で兵馬を休め、大豆を兵に煮させて俵に詰め込んでおいた
ところ、戦い終わってわらの中から大豆を取り出したら豆が糸 
を引いていたのが始まりと言われています。わらに、枯草菌の
一種である納豆菌（バチルス・ナットー）が多く付着していた 
ためです。
　この納豆は糸引納豆と呼ばれ、わが国で作られている２種類
の納豆の一つ。一般に食されているのはこの糸引納豆です。
（もう１種類は、こうじ菌と食塩を加えて作るこうじ菌納豆。
浜納豆や大徳寺納豆がこれに当たります。）
　大豆は、元来高タンパク質の食品ですが、その消化性に若干
問題がありました。しかし、糸引納豆にすると、納豆菌の生産 
する酵素、特にタンパク質分解酵素により消化しやすくなり、
そして特有の香りをもつ栄養豊かな食品へと変わるのです。
　日本を代表する健康食品として注目されている納豆。また、
納豆菌の力を水質浄化に利用するという試みも始まっています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（橋口　政信）　

参考文献：西山隆三【図解応用微生物の基礎知識】オーム社、1992

図1.糸引納豆の製造工程

浸漬 蒸煮
(圧力釜)

放冷 培養
(室入れ) 
40℃,60分間 納豆

納豆菌液

ふりかける

納豆菌納豆菌(　　　　　　　　　　　　　　 ) )

枯草菌(Bacillus subtillus)の仲間。
40℃～50℃で生育し、グラム陽性、
好気性の有胞子桿菌。タンパク質の
分解力、デンプンの糖化力、脂肪分
解力も強い。

わが家の朝ごはん！

これぞ糸引納豆！

ネバネバの正体は、旨味
成分のグルタミン酸。で
きるだけ多くかき混ぜた
方が旨味が増すようです。 
臭いが苦手な人は、良く
かき混ぜてから食べると
いいかも？

選別した
　大豆
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撮影：宮崎県えびの市　

ススキ　(イネ科)　花期8～10月

活名人生シリ
ーズ 暮らしを支えた植物達の紹介　
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